
（厚生労働省ホームページ）0

鹿児島県地域医療構想（平成28年11月）

○地域医療構想とは
・ 2025年における地域の医療提供体制のあるべき姿を示したもの
（医療需要と必要病床数を病床機能区分ごとに示したもの）

・ その実現に向けた施策を定めたもの

○地域医療構想の位置づけ
・鹿児島県保健医療計画の一部

○地域医療構想の内容
① 構想区域（＝二次医療圏）
② 構想区域における将来の病床の機能区分ごとの必要量（必要病床数）
③ 構想区域における在宅医療等の必要量
④ 地域医療構想の達成に向けた病床の機能分化及び連携の推進に関する事項
（地域医療構想推進のための施策の方向性）

（鹿児島県地域医療構想 p3）
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曽於保健医療圏

（国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」

(H30.3 月)）

人口・年代別人口
の推移

（曽於保健医療圏地域医療連携
計画 p182）
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（厚生労働省
[地域医療構想策定支援ツール]
患者住所地(2013年は医療機関所在地)

ベース)）

入院医療需要 ・
主な疾病別医療需要

の推移

（鹿児島県地域医療構想 p77）

曽於保健医療圏
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肝属保健医療圏

（国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」

(H30.3 月)）

人口・年代別人口
の推移
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（厚生労働省
[地域医療構想策定支援ツール]
患者住所地(2013年は医療機関所在地)

ベース)）

（鹿児島県地域医療構想 p85）

肝属保健医療圏

入院医療需要・
主な疾病別医療需要

の推移
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2025（平成37）年における病床の必要量

2030（平成42）年における慢性期病床の必要量

（厚生労働省 [地域医療構想策定支援ツール]）

※ 将来必要とされる医療需要を把握し，不足する医療機能について今後どのように対応していくかを
考えていくための目安であり，病床数の削減を意味するものではない。

※ 慢性期病床の減少率見込みが全国中央値より急激な場合，目標年次を2030年に先延ばして設定可

（鹿児島県地域医療構想 p78）

構想区域における将来の病床の機能区分ごとの必要量（必要病床数）

（この注釈のみ「鹿児島県地域医療構想」 p31）
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曽於

2025（平成37）年における病床の必要量

2030（平成42）年における慢性期病床の必要量

（厚生労働省 [地域医療構想策定支援ツール]）

※ 将来必要とされる医療需要を把握し，不足する医療機能について今後どのように対応していくかを
考えていくための目安であり，病床数の削減を意味するものではない。

※ 慢性期病床の減少率見込みが全国中央値より急激な場合，目標年次を2030年に先延ばして設定可

（鹿児島県地域医療構想 p86）

構想区域における将来の病床の機能区分ごとの必要量（必要病床数）

（この注釈のみ「鹿児島県地域医療構想」 p31）
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構想区域別の課題

・ 圏域内の完結率は70％程度であり，入院患者の多くが宮崎県又は肝属医療圏へと流出し
ているため，今後も連携強化が必要

・ 各医療機関の役割分担・連携のあり方を明確化し，不足する回復期機能の充足が必要
・ 市町を中心とした地域包括ケアシステムの構築を推進する中にあって，今後，増加が見込
まれる在宅医療の需要に対応するため，訪問診療や訪問看護等の充実とあわせ，医療
機能内包の施設系サービス等を含めた医療・介護基盤の整備など，在宅医療提供体制の
充実が求められる。

・ 脳卒中，急性心筋梗塞については圏域内で高い割合で対応できている一方，がんについて
は約３割が鹿児島医療圏へ流出しており，今後も地域がん診療連携拠点病院である県民健
康プラザ鹿屋医療センター等を中心に連携強化が必要

・ 各医療機関の役割分担・連携のあり方を明確化し，不足する回復期機能の充足が必要
・ 市町を中心とした地域包括ケアシステムの構築を推進する中にあって，今後，増加が見込
まれる在宅医療の需要に対応するため，訪問診療や訪問看護等の充実とあわせ，医療
機能内包の施設系サービス等を含めた医療・介護基盤の整備など，在宅医療提供体制の
充実が求められる。

〔曽於医療圏〕

〔肝属医療圏〕

（鹿児島県地域医療構想 p83）

（鹿児島県地域医療構想 p91）
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（鹿児島県地域医療構想 p4）

○地域医療構想の推進に向けた取組
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別紙様式

【2025年に向けた計画】

１ 担う医療機能について （単位 床）
→ →

高度急性期 高度急性期 高度急性期 がん
急性期 急性期 急性期 脳卒中
回復期 回復期 回復期 心血管疾患
慢性期 慢性期 慢性期 糖尿病
休棟 休棟 休棟 精神疾患
介護保険施設等 介護保険施設等 介護保険施設等 救急医療

災害医療

２ 今後のスケジュール 離島・へき地医療

周産期医療
2018年度 小児・小児救急医療

2019年度 在宅医療
2020年度 その他
2021年度
2022年度
2023年度
2024年度
2025年度

３  病床機能報告制度における診療実績（施設ごとの実施件数）

ﾁｪｯｸ 中心静脈注射 酸素吸入 ・・・
○

ﾁｪｯｸ

×

ﾁｪｯｸ 手術総数（件数） ・・・

ﾁｪｯｸ がん 心筋梗塞

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ
④入院患者の退院先

②重度の障害児等の受入
状況

③入院患者の状況

慢性期機能
①長期療養患者の受入状
況

回復期機能
①急性期後の支援・在宅
復帰への支援状況

④救急医療の実施状況

②がん・脳卒中・心筋梗
塞等への対応

脳卒中 ・・・

③重症患者への対応状況

高度急性期・急性期機能

①幅広い手術の実施状況
全身麻酔手術件数

回復期・慢性期機能の共通項目

★疾患に応じたリハビリテーション・早
期からのリハビリテーションの実施状況

全機能共通項目

★全身管理の状況
呼吸心拍監視 ・・・

（医療機関名）

現在（H29.7） ６年後 2025年

取組内容 参考（関連施策等）

担う役割の方針

医療機関記入欄

地域振興局・支庁記入欄
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1

平成30年度病床機能報告について

○平成３０年度病床機能報告の状況について
報告対象となる病院２０５施設，有床診療所３１１施設のうち，
令和元年７月末までに，
病院２０５施設（１００％），有床診療所３０２施設（９７．１％）が報告。

○集計可能な許可病床数について
令和元年７月末までに報告があり，病床数，医療機能に関する報告項目が
確認できる医療機関を対象として集計
病院 ２３,７３０床
有床診療所 ４,８８５床

※うち一般に開放していない病床については，集計対象から除外
肝属医療圏 ４８０床
奄美医療圏 １２２床

○今回の集計対象としては，以下の通り
病院 ２３,１２８床
有床診療所 ４,８８５床
合計 ２８,０１３床 （Ｈ29病床機能報告集計 ２７,８３５床）
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2

 病院を入院料で分類

 「重症度，医療・看護
必要度」及び「平均在棟
日数」の閾値を満たす場
合，「高度急性期」とす
る

 ， ， であって
も，「高度急性期・急性
期に関する医療」を全く
提供していない場合は，
「回復期」若しくは「慢
性期」とする

有床診療所について
は，従来どおり

① ② ③

平成30年度（2018年度）

【本県の現状】平成30年度病床機能報告

28,013床 27,961床 19,944床
2025年

① 病床機能報告内容，② 入院料による分類を反映
③ ②枠に，左記 と を適用（報告様式２未提出施設は含まず）
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曽於保健医療圏の現状

① 病床機能報告内容

② 病院を入院料で分類

③ ②に「重症度，医療・看護
必要度」及び「平均在棟日
数」の閾値，P24の基準を
反映（報告様式２未提出施
設は含まず）

④ 2025年の病床の必要量

322025年

[41.1%]

[46.2%]

[3.3%]

[35.3%]

[0.0%]

[46.2%]

[6.6%]

[32.0%]

[37.5%]

[18.8%]

[2.6%]

664床

[0.0%]
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[3.3%]

[35.3%]

[0.0%]

① ② ③

④

1,062床
平成30年度（2018年度）

肝属保健医療圏の現状

※①と②，③の休棟等の+138床の差は，
入院料無回答によるもの

① 病床機能報告内容

② 病院を入院料で分類

③ ②に「重症度，医療・看護
必要度」及び「平均在棟日
数」の閾値，P24の基準を
反映（報告様式２未提出施
設は含まず）

④ 2025年の病床の必要量

332025年
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[34.5%]

[28.1%]

[14.3%]

[46.7%]
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[17.5%]

[50.3%]

[32.9%]

[26.0%]
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[0.3%]
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[28.1%]

[16.4%]

[44.7%]

[0.3%]

① ② ③

④

2,341床
平成30年度（2018年度）
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地域医療構想調整会議の開催状況 

年度 区分 
開催日 

協議事項 
曽於 肝属 

H28 

第１回 H29.2.8（合同） ・地域医療構想の概要の説明 

・圏域の現状等説明 

・地域医療構想調整会議の進め方の説明・協議 

H29 

第１回 H29.6.29 H29.7.11 ・H28 病床機能報告の説明と今後の取組の協議 

・地域医療介護総合確保基金事業補助金の説明 

・医療法７条５項の許可申請（病床の移転・増設）に

おける事前協議制度の説明 

臨時 H29.6.29 ― ・特例診療所の開設に関する計画の説明と対応の協議

第２回 H30.1.16（合同） ・医療計画と介護保険事業計画の整合性の確保に関す

る説明 

・病院の開設等に関し調整会議に出席を求める基準の

説明・協議 

・公立病院・公的医療機関の 2025 プランの説明・協議

・医療関係者専門部会の設置に係る協議 

第１回 

医療関係者

専門部会

H30.2.28 ― ・専門部会の設置目的等の説明 

・地域医療構想，調整会議の開催状況等の説明 

・圏域の現状・課題の説明・協議 

H30 

― H30.4.27 

第１回 H30.7.26 H30.8.8 ・医療関係者専門部会開催報告 

・H29 病床機能報告の説明と今後の取組の協議 

・地域医療介護総合確保基金事業補助金の説明 

・H30 会議の進め方の協議 

・病院の開設等に関し調整会議に出席を求める基準の

協議 

・非稼働病棟を有する医療機関の説明 

臨時 H30.10.30 ― ・地域医療介護総合確保基金事業補助金事業の説明・

協議 

第２回 H31.2.27 H31.2.25 ・第１回県調整会議開催結果報告 

・有床医療機関の 2025 年に向けた計画の取扱い 

・非稼働病棟を有する医療機関の取扱い 

R1 

第１回 R1.7.10（合同） ・公立・公的医療機関の 2025 年に向けた具体的対応方

針に係る協議・合意形成 

外来医療

専門部会

― R1.10.17 ・外来医療計画の概要説明 

・外来医療計画検討内容報告書の検討 

第２回 R1.11.14 R1.11.21 ・定量的基準，具体的対応方針の再検証の要請等に係

る報告・説明 

・公立・公的医療機関以外のその他の医療機関の具体

的対応方針の協議の進め方に係る協議 

・外来医療計画検討内容報告書の協議 

医療関係者

専門部会

R2.1.27 R1.1.30 ・公立・公的医療機関以外のその他の医療機関の具体

的対応方針の検討 
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